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今回の話題

• 特別支援教育とは

• インクルーシブ教育とは

• 岐阜県の特別支援教育の現状

• 岐阜県の特別支援教育の歩み

• 第４次子どもかがやきプランの具体的な
取組
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特別支援教育とは

特殊教育から特別支援教育へ
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• 障害のある子どもは「普通の学校では難

しい」

• 特別な学校（盲・聾・養護学校）で教育

を受ける仕組み

• 目的は障害の特性に応じた教育を行う

1．特殊教育とは
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2．特別支援教育への転換

• 2006年（平成18年） 国連「障害者の権
利に関する条約」採択

• 2007年（平成19年） 日本で「特別支援
教育」が導入、用語を変更

• 理念：すべての子どもが共に学び、成長
できる社会へ

• 「共生社会」の実現を教育が支えるとい
う方向へ
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観 点
〜2006

特殊教育
2007〜

特別支援教育

考え方
障害のある子を分けて
教育

すべての子を支援する
教育

対 象 主に身体・知的障害 発達障害なども含む

目 的 障害に応じた特殊教育 自立と社会参加を支援

学びの場 分離的 包括的・連携的

3．何が変わったのか
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• 特殊教育

障害のある子を分けて教育する仕組み

• 特別支援教育

すべての子どもを支援する教育

障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的
な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一
人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や
学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及 び必
要な支援を行うもの

（ 文部科学省「特別支援教育の推進について」）

4． 教育の変化が社会を変える
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インクルーシブ教育とは

8



1．インクルーシブ教育とは

「インクルーシブ（inclusive）」とい
う英語は、「包み込む」「排除しない
」という意味

インクルーシブ教育とは、障害のある
子も、ない子も、同じ社会の一員とし
て、共に学び、成長することを目指す
教育のこと
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障害のある子どもも、地域社会におけるイン
クルーシブな教育制度のもとで教育を受ける
権利を有する。

［障害者権利条約 第24条］

障害の有無にかかわらず同じ場で学ぶ権利

2．インクルーシブ教育とは 国連
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○共生社会の形成に向けて、障害者の権利に関する条約に基づく

インクルーシブ教育システムの理念が重要であり、その構築のため、

特別支援教育を着実に進めていく必要があると考える。

○インクルーシブ教育システムにおいては、同じ場で共に学ぶことを

追求するとともに、個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒に対し

て、自立と社会参加を見据えて、その時点で教育的ニーズに最も的

確に応える指導を提供できる、多様で柔軟な仕組みを整備すること

が重要である。小・中学校における通常の学級、通級による指導、

特別支援学級、特別支援学校といった、連続性のある「多様な学び

の場」を用意しておくことが必要である。

＊「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育
の推進(報告）」 平成２４年 中教審初中分科会報告より
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3．インクルーシブ教育システムとは 日本



4．インクルーシブ教育システムとは 日本

障害のある子どもと障害のない子どもが、
可能な限り共に学ぶことを基本としながら

それぞれの教育的ニーズに応じた支援を受
けられるようにする仕組み

共に学ぶことを大切にしながらも、その子
に合った学びの場を選べるようにする
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5．インクルーシブ教育とは 比較

比べる視点 国連 日本

教育の場
同じ場で共に学ぶこと
を基本

子どもにあった学びの
場を柔軟に選ぶ

重 点
「人権」や「平等」の
保障

「教育の質」や「個別
の支援」

分ける教育
特別支援教育

原則として否定 有効な選択肢の一つ
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岐阜県の特別支援教育の現状

14



岐阜県の児童生徒数の推移

15

（2025岐阜県教育のすがた より）
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（県教育委員会調べ）

1.5倍
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2.1倍

1.9倍



【岐阜県】 通級による指導を受ける児童生徒数の推移

（県教育委員会調べ）

岐阜県
R6通級担当者382人
一人当たり19.9人の児童生徒を指導

2.6倍
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【全国】特別な教育支援を必要とする児童生徒の現状

○ 小中学校通常学級で特別な教育支援を必要とする児童生徒

    6.5％    →    ８.８%
         ＜H24.12 文科省調査＞ ＜R4.12 文科省調査＞
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○  高等学校で特別な教育的支援を必要とする生徒

 未調査    →    ２.２%     

＜H24 ＞ ＜R4.12 文科省調査＞
 



岐阜県の特別支援教育の歩み

子どもかがやきプランの変遷
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子どもかがやきプラン

～一人一人の可能性を引き出す自立支援教育～

平成１８年３月３１日 

岐阜県教育委員会

東濃養護学校高等部生徒作品
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• 養護学校の児童生徒数が増加し教室不足が深刻化

• 障がいの重度化・重複化が顕著

• 自宅からの通学時間が長時間

• 小・中学校の特殊学級の在籍児童生徒の増加

• 高等部における軽度知的障がい生徒の増加

• 地域の子は地域で育てたい

• 障がい種別ごとの学校ではなく、地域の養護学校に通いたい

• 就学前から卒業後まで、一貫した教育・支援を受けたい

• 養護学校が地域（小・中学校等）センターとして機能して欲
しい

• 職業自立のための専門教育が受けたい

現 状

子ども・保護者の願い
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基本方針

・ 地域ごとに適正配置
→「地域の子どもは地域で育てる」ことを目標に整備 地域化

・ 多様な障がいに対応できる特別支援学校を整備
→知的障害、肢体不自由、病弱等、どの障害にも対応 総合化

・ 小・中・高等部の整備により一貫した教育を 
→すべての養護学校に高等部を設ける 一貫化

・ 地域の特別支援教育のセンター的役割
→小・中学校等への支援（研修・相談・情報提供等） センター化

・ 社会的自立のため専門教育を充実
→高等部における職業教育の充実や高等養護学校の新設 専門化
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子どもかがやきプラン
改訂版

平成21年3月 策定
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障がいの有無や状態にかかわらず、誰もが互いに尊重しあい、一人
一人の能力を最大限に発揮することができる「共生社会」の実現を
目指し、地域の人たちと適切な人間関係を構築し、地域で自立した
生活をし、地域に貢献する力を育成するための教育環境整備を行う

地域で学び
地域で育ち
地域に貢献する

改訂の基本理念
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改訂の施策体系

「地域で学ぶ」 特別支援学校の整備
基本方針

１

「地域で育つ」 支援体制の確立
基本方針

２

「地域に貢献する」 職業教育の充実
基本方針

３

特別支援学校に通う児童生徒数の増加、長時間の通学、障がいの重度・重複化、多様化に対応す
るため、知的障がい、肢体不自由、病弱等どのような障がいがあっても、小学部から高等部まで、地域で
学ぶことができる特別支援学校を県内各地域に整備します。

特別支援学校のセンター的機能を充実することで、教員の専門性の向上や関係機関との連携を図ると
ともに、幼稚園・保育所、小学校、中学校、高等学校等すべての学校において適切な指導・支援を行う
等、発達障がいを含めた障がいのあるすべての幼児児童生徒が生き生きと地域で育つことができるよう一
貫した支援体制を確立します。

卒業後、地域で働き、地域に貢献する力を育成するため、社会的自立に向けた就労支援システムの
構築や作業学習、職場実習の充実を図るとともに、職業教育に特化した高等特別支援学校（専門
学科）の整備に向けた準備を進めます。

26



27

新 子どもかがやきプラン

岐阜県教育委員会

平成29年3月策定
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◆新プランの必要性

◯「子どもかがやきプラン」による、特別支援学校の整備や小中学校、
高等学校における障がいのある子どもへの支援体制の構築など、教育
環境整備は完了

○今後は、地域の中で、一人一人の多様な教育的ニーズに対応すること
ができるよう、さらに質の高い教育を目指す

◆基本理念・重点政策

地域と共に創る 新たな学びのスタイル

重点政策① 県内各地域への高等特別支援学校機能の整備

重点政策② 発達障がい等のある児童生徒への支援強化

重点政策③ 学びの場を支える教員の専門性向上

◯計画期間は、平成29年度から令和5年度までの７年間
◯次年度に進める施策を盛り込んだアクションプランを毎年策定



■子どもかがやきプラン策定以来 特別支援学校１２校 → ２１校体制

特別支援学校の整備状況

飛騨吉城特別支援学校
Ｈ25開校

岐阜本巣特別支援学校
Ｈ20開校

郡上特別支援学校
那比校舎Ｈ21供用開始

羽島特別支援学校
Ｈ28開校

下呂特別支援学校
Ｈ25開校

海津特別支援学校
Ｈ20開校

揖斐特別支援学校
Ｈ21開校

岐阜希望が丘特別支援学校
Ｈ27供用開始

恵那特別支援学校
Ｈ22移転

可茂特別支援学校
Ｈ23開校

岐阜清流高等特別支援学校
Ｈ29開校

西濃高等特別支援学校
Ｈ30開校
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第4次子どもかがやきプラン

岐阜県教育委員会

令和６年3月策定



第４次子どもかがやきプラン 基本理念

子どもかがやきプランの変遷について
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◆計画の位置付け
○本計画は第４次岐阜県教育振興基本計画に基づく、本県の特別支援教育

推進計画として策定するものであり、第4次教育振興基本計画の「施策Ⅳ
「学びの多様なニーズに応える環境」の充実 21特別支援教育の推進」の
ために、今後取り組む具体的施策を明らかにした計画です。

○さらには、第４次岐阜県教育振興基本計画と同様に、ゴールの一つである
「質の高い教育をみんなに」を中心に、ＳＤＧｓ*の達成に貢献できるよ
う、ＥＳＤ*の趣旨を踏まえ、持続可能な社会の実現に向けた取組を進め
るものです。

＊ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標)

＊ＥＳＤ ：Education for Sustainable Development（持続可能な開発のための教育）
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◆岐阜県が進めるインクルーシブ教育システム

① 願いに寄り添う 専門性の高い学びの提供

② 学びを広げる 校種の枠を超えた学びの提供

③ 社会につなぐ 地域資源を活用した学びの提供



第4次プランの政策と具体的取組

政策Ⅰ

•多様なニー

ズに応じた

学びを支え

る学習環境

の整備

政策Ⅱ

•多様なニー

ズに応える

学びの場の

充実

政策Ⅲ

•学びの場を

支える教員

専門性向上

「学びの場」の整備
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第4次子どもかがやきプラン

① 学びを支える環境の整備

② 高等特別支援学校機能の整備

③ 特別支援学校児童生徒の通学支援

【現状と課題】

・特別支援学校設置基準（R3.９月公布）を踏まえた整備に着手

・可茂特支は、校舎増築により校舎面積不足の解消。その他の学校についても整備を進める必要がある。

・高等特別支援学校機能が未整備の東濃・飛騨地域への整備を進める必要がある。

・医ケア児の通学方法を検討する必要がある。

【 取 組 】
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【 取 組 】 ② 高等特別支援学校機能の整備



【 取 組 】 ③ 特別支援学校児童生徒の通学支援

17校 7５台運行 1,3６５人
○ スクールバス整備
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【 取 組 】 ③ 県立特別支援学校生徒の通学支援

【車両事業者】

【看護師事業者】

【自宅】

【学校】
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【 取 組 】 ③ 県立特別支援学校生徒の通学支援

モデル事業の様子



第4次子どもかがやきプラン

① 発達障がいのある児童生徒の学びの充実

② 視覚障がい、聴覚障がいのある児童生徒の学びの充実

③ ICTを活用した学びの充実

④ 社会へつなぐ職業教育・就労支援の充実

⑤ 医療的ケアを必要とする児童生徒の学びの充実

⑥ 交流及び共同学習の推進

⑦ 切れ目ない支援体制の整備

【 取 組 】
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・自校型：在籍する学校で実施（授業内で実施）
・他校型：主に在籍する学校以外で受講（現在は日曜日に実施）
・巡回型：地域の拠点校通級専任教員が地域内の高等学校を巡回し、在籍する学校で受講（主に放課後に実施）

高等学校における通級による指導

【 取 組 】 ① 発達障がいのある児童生徒の学びの充実

41



【 取 組 】 ③ ICTを活用した学びの充実

○ 入院生徒の学習機会の確保（遠隔教育）

モバイルモニター / テレプレゼンスロボット

（マンガ）岐阜県高等学校における入院高校生の学習保障
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【 取 組 】 ④ 社会へつなぐ職業教育・就労支援の充実

働きたい!応援団ぎふ 登録企業数：1,070社（R7.３月末現在）

令和６年度 高等部卒業生 1４９人が就職（3９.４％）

43

登録企業を拡大するとともに、企業、関係機関と連携したデュアルシステムをさらに推進

Report 働きたい！応援団 ぎふ No.14



【 取 組 】 ⑤ 医療的ケアを必要とする児童生徒の学びの充実

校内における医療的ケア
関特別支援学校 高等部２年

修学旅行の様子 大阪方面
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交流籍交流の様子

地域交流の様子学校間交流の様子

交流籍交流の様子

【 取 組 】 ⑥ 交流及び共同学習
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第4次子どもかがやきプラン

① 研修の充実による教員の専門性向上

② コア・スクールの活用による教員の専門性向上

【現状と課題】

・通級による指導のニーズが高まる中、指導者の養成、専門性の向上への対応が急務となっている。

・各障がいの専門性の高い特別支援学校を「コア・スクール」とし、コア・ティーチャーの養成を進め

ている。

【 取 組 】
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【 取 組 】 ① 研修の充実による教員の専門性向上

 発達障がいの理解を促す研修を充実させるとともに、通級指導を担当する教員の

ニーズに応じた養成研修を実施 47



【 取 組 】 ② コア・スクールの活用による教員の専門性向上

県内全ての特別支援学校教員が障がいのある生徒一人一人の障がいの状態や発達段階に
応じて、最も的確で専門性の高い支援を提供することができるよう、コア・スクールを核とした仕
組みづくりを行う。

岐阜盲
視覚障がい

コア・ティーチャー

県内
特別支援学校

コア・ティーチャー

岐阜希望が丘
肢体不自由

岐阜清流高等特支
軽度知的障がい

長良
病弱

コア・スクール

○コア・ティーチャーによる訪問支援
（専門分野における指導・助言）

○公開研修会の実施

岐阜聾
聴覚障がい
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情報発信

49https://www.pref.gifu.lg.jp/site/edu/2168.html



ご清聴ありがとうございました
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